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年

中
国
発
展

レ
ベ
ル
の

評
価
と
発
展
の
持
続

張

琢

・
・
…

歴
史

に
お
け
る
弁
証
法
は
た

い
へ
ん
趣
が
あ
る
。改
革
以
前
の
「計

画
経
済
」

は
、
施
行
さ
れ
る
実
践

の
中
で
は
、
常
に
計
画
的
に
行
わ

れ
る
も

の
で
は
な
く
、
「大
躍
進
」
す
る
も
の
で
も
な
く
、
逆
に

「後

退
」
し
、
大
幅
な
変
動
や
危
機
が
あ
り
、
本
来
の
計
画
か
ら
外
れ
た

「秩
歌
を
踊
る
」
よ
う
な
も

の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
市
場
経
済
の
新

た
な
軌
道

に
転
換
す
る
プ

ロ
セ
ス
に
お

い
て
、
「石
を
探
り
な
が
ら

河
を
渡
る
」
よ
う
に

一
歩

一
歩
、
改
革
と
発
展
の
歩
み
を
試
行
す
る

こ
と
で
、
か
え

っ
て
順
次
各
段
階
の
改
革
と
発
展
の
目
標
を
実
現
す

る
も

の
と
な

っ
て
い
る
。

以
下
は
中
国
経
済
社
会

の
改
革
と
発
展
の
実
践
お
よ
び
発
展
の
理

論
に
よ

っ
て
得
ら
れ
た
新
た
な
成
果
や
提
起
さ
れ
た
問
題
点
で
あ

り
、

い
く

つ
か
の
分
析
を
行

い
詳
細
な
検
討
を
し
て
い
く
も

の
と
す

る
。

当
面
の
中
国
経
済
の
レ
ベ
ル

お
よ
び
国
際
比
較
の
評
価

九
〇
年
代
前
半
の
五
年
間

(
一
九
九

一
-
九
五
年
)
に
お
け
る
中

国
の
年
平
均

の
経
済
成
長
率
は

一
二
%
で
あ

っ
た
。
中
国
の

一
九
九

五
年

の
国
内
総
生
産

(G
D
P
、
香
港

・
マ
カ
オ

・
台
湾
を
含
め
ず

　
　

　

-
以
下
同
じ
)
は

一
九
八
〇
年

の
四
二
八
・
二
%
を
な
し
、
二
〇
〇

〇
年

の
国
民
総
生
産

(G
N
P
)
を

一
九
八
〇
年

の
四
倍
に
す
る
と

い
う
当
初

の
計
画
を
五
年
間
繰
り
上
げ
て
実

現
す
る
も

の
と
な

っ

た
。

一
九
七
八
-
九
五
年
の

一
七
年
間
の

一
人
当
り

の
国
民
総
生
産

の
年
平
均
成
長
率
も
八
・
三
%
に
達
す
る
も

の
と
な
り
、
社
会
労
働

生
産
性
は
年
平
均

で
六
・七
%
向
上
し
、
都

市
労
働
者

の
平
均
賃
金

中国発展レベルの評価と発展の持続6z



は
物
価
要
素
を
差
し
引

い
た
も

の
で
年
平
均
四
・四
%
増
加
し
、
農

民

の

一
人
当
り

の
収
入
は
平
均
八
・
一
%
増
加
し
、
改
革
開
放
前

の

二
六
年

の
平
均
増
加
率
を
三
～
五
ポ
イ
ン
ト
超
え
る
も

の
で
あ

っ

た
。

一
九
九
六
年

の
国
内
総
生
産
は
六
兆
七
七
九
五
億
元
を
な
し
、

当
年

の
為
替
レ
ー
ト
で
換
算
す
る
と
、
八
〇
〇
〇
億
ド
ル
余
で
あ

っ

た
。
一
人
当
り
の
国
内
総
生
産
と
社
会
労
働
生
産
性
は
そ
れ
ぞ
れ
八
・

　ワ
す

六
%
と
八
・三
%
増
加
し
た
。

い
く

つ
か
の
基
本
的
な
生
活
物
資
、
例
え
ば
穀
物

・
肉
類

・
水
産

物

・
卵

類

・
綿
花

・
油
菜
の
実

・
落
花
生
な
ど

の
農
作
物
、
鉄
鋼

・

石
炭

・
セ
メ
ン
ト

・
木
綿

・
テ
レ
ビ
な
ど
の
工
業
製
品
の
総
生
産
高

は
す

べ
て
上
昇
し
、
世
界
第

一
位
を
占
め
て
い
る
。
総
生
産
高
か
ら

い
え
ば
、
中
国
経
済
は
世
界

の
上
位
十

ヶ
国
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
。
現

在
中
国

の

一
人
当
た
り
の
食
糧

・
肉
類

・
水
産
物

・
卵

・
野
菜

・
果

物
等

の
食
品
の
生
産
高
も
既
に
世
界

の
平
均
的
な
レ
ベ
ル
に
達
す
る

か
ま
た
は
越
え

て
い
る
。

そ
れ
ら
の
商
品
が
極
度
に
欠
乏
す
る

「不
足
経
済
」
は
す
で
に
歴

史
上
の
出
来
事
と
な

っ
た
。
改
革
開
放
以
前
、
百
種
類
以
上
に
及
ぶ

食
糧

・
布

・
油

・
マ
ッ
チ
等
を
購
入
す
る
配
給
切
符
は
、
八
〇
年
代

初
頭
か
ら
徐
々
に
取
り
消
さ
れ
、
現
在
、
配
給
切
符
は
既
に
筆
者
を

含
め
た
収
集
家

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
さ
え
な

っ
て
い
る
。
ま
た
い
く

つ
か
の
商
品
は
構
造
的
な
過
剰
現
象
さ
え
生
ん
で
い
る
。
繁
栄
す
る

市
場
は
沿
海
か
ら
内
地

へ
、
都
市
か
ら
農
村

へ
と
広
が

っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
経
済
構
造
と
労
働
生
産
性
が
示
す
生
産
水
準
お
よ
び
最
終

的
に
労
働
生
産
性
か
ら
決
定
さ
れ
る

一
人
当
た
り
の
所
得
か
ら
み
る

と
、
中
国
全
体
と
し
て
の
レ
ベ
ル
は
依
然
と

し
て
か
な
り
低
く
、
現

代
化
な
ら
び
に
先
進
国
レ
ベ
ル
に
は
尚
少
な

か
ら
ぬ
隔
た
り
が
存
在

す
る
。
世
界
銀
行

の

=

九
九
六
年
世
界
発
展
報

告
』

(中
文
版
)
の
推

定
に
よ
る
と
、
中
国

の

一
九
九
四
年

の

一
人
当
り
の
G
N
P
は
五
三

〇
ド
ル
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の

一
人
当
た
り

二
万
五
八
八
〇
ド
ル
の

わ
ず
か
に
二
%
で
あ
り
、
日
本

の
三
万
四
六

三
〇
ド
ル
の

一
・五
%

で
あ
る
。
し
か
し
購
買
力
平
価

(P
P
P
)
計
算

に
よ
る
と
、
中
国

は

一
人
当
た
り
二
五

一
〇
ド
ル
で
あ
り
、
日
本

の

一
人
当
た
り
は
ニ

バ
ヨ

　

万

一
一
四
〇
ド
ル
で
あ
る
。
ま
た
中
国
は
P
P
P
計
算
に
よ
る
G
N

P
で
は
二
兆
九
八
九
二
億
ド
ル
で
あ
り
、
す

で
に
日
本
の
二
兆
五

一

四
三
億
ド
ル
を
超
え

て
い
る
。
し
か
し
仮
に
そ
う
で
あ

っ
て
も
、

一

人
当
り
の
P
P
P
計
算

で
は
中
国
は
日
本

の
わ
ず
か

=

・九
%
で

あ
り
、
双
方
の
格
差
は
依
然
顕
著

で
あ
る
。

中
国
の

一
人
当
た
り
の

G
N
P
は
当
年

の
為
替

レ
ー
ト
で
換
算
し
て
も
わ
ず
か
に
六
七
〇
ド

ル
で
あ
り
、
世
界
銀
行

の
前
述

の
方
法
に
よ
る
推
定
P
P
P
で
も
三

〇
〇
〇
ド
ル
を
突
破
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
依
然
と
し
て
低
所
得
の

国
家
に
属
す
る
。

今
後

の
中
国
の
発
展
速
度
に
対
し
て
、
国
内
外

の
専
門
家
は
異
な

っ
た
見
解
を
持

っ
て
い
る
。
世
界
銀
行
ト

ッ
プ
の
経
済
学
者

ロ
ー
レ

ン
ス

・
サ
モ
ス
は
中
国
が
二
〇
〇
五
年
に
ア

メ
リ
カ
と
対
等
に
な
る
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こ
と
が
で
き
る
と
予
測
し
て
い
る
。
経
済
協
力
開
発
機
構
は
そ
れ
が

　
る

　

二
〇
二
五
年
に
な
る
と
予
測
し
て
い
る
。
中
国
社
会
科
学
院
国
情
分

析
グ
ル
ー
プ
の
研
究
員
で
あ
る
胡
鞍
鋼
は
二
〇

一
〇
年
に
中
国
の
G

　
ら

　

D
P
は

ア
メ
リ
カ
を
超
え
る
と
述

べ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ン

ド

・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
政
策
大
学
院
院
長
で
国
際
経
済
問
題
研
究

員
の
チ
ャ
ー
ル
ズ

・
ウ
ル
フ
は

一
九
九
七
年
ド
ル
表
示
さ
れ
た
各
種

の
通
貨
の
実
質
的
な
購
買
力

(P
P
P
)
を
用

い
た
予
測
で
は
、
二

〇

一
五
年

に
は
、
中
国
の
G
D
P

(香
港

・
台
湾
を
含
め
ず
)
は
、

ア
メ
リ
カ
と
同
レ
ベ
ル
の

=

兆
ド
ル
な
い
し
は

一
二
兆
ド
ル
と
な

り
、
全
世
界
の
四
分
の

一
前
後
を
占
め
、
日
本
の
二
倍

に
相
当
す
る

で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
し

一
人
当
た
り

の
値

で
は
中
国
は

依
然
と
し

て
ア
メ
リ
カ

・
日
本

・
ド
イ

ツ
等

の
わ
ず
か
四
分
の

一
で

　
　

　

あ
る
。

一
人
当
た
り
の
値
で
ア
メ
リ
カ
の
レ
ベ
ル
に
達
す
る
に
は
数

十
年
か
け

て
努
力
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
。

経
済
構
造
か
ら
み
る
と
、
中
国

の
経
済
的
な
体
質
は
最
近
数
十
年

で
顕
著
な
改
善
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
先
進
国
と
は
依
然
大
き
な
格

差
が
あ
る
。
産
業
別
の
G
D
P
の
割
合
か
ら
み
る
と
、

一
九
九
六
年

の
中
国
の
産
業
別
の
農
業
生
産
額

の
割
合
は
や

っ
と
二
〇
%
に
低
下

し
た
も

の
の
、
所
得
の
高

い
国
は
わ
ず
か
に
平
均
三
%
で
あ
る
。
第

三
次
産
業

の
割
合
に
お
い
て
現
在
中
国
は
三

一
%
を
越
え
な
い
が
、

所
得
の
高

い
国
は
六
〇
%
以
上
と
な

っ
て
い
る
。
経
済
成
長

の
方
式

か
ら
み
る
と
、
中
国
は
現
在
、
粗
放
型
か
ら
集
約
型

へ
と
転
換
す
る

初
級
段
階

に
あ
り
、
先
進
国
と
比
較
す
る
と
、
中
国
の
経
済
は
科
学

技
術

・
企
業
管
理

・
質
的
効
果
や
利
益
な
ど

の
面

に
お

い
て
、
全
て

低
レ
ベ
ル
の
状
態

に
置
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
中
国
は
現
在
、
相
当

な
国
民
所
得
を
生
み
出
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
先
進
国

の
三
～

九
倍
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
例
え
ば

一
九
九
六
年

の
中
国
の
鉄
鋼
生

産
高
は
日
本
を
抜

い
て
世
界
第

一
位
に
躍
り
出
た
が
、
鋼
自
体

の
品

質

レ
ベ
ル
を
表
す
価
格

に
お
い
て
は
、
中
国

の
ト
ン
当
り
の
平
均
値

は
日
本

の
五
分
の
三
前
後
で
あ
る
。
中
国
の
労
働
者
賃
金

レ
ベ
ル
は

低

い
が
、
ト
ン
当
り

の
鋼
生
産
に
費
や
さ
れ
る
労
働
力
は
国
際
的
水

準
の
二
十
倍
余
で
あ
り
、
換
算
す
る
と
、
中
国
鉄
鋼
業

の
人
的

コ
ス

ト
は
日
本
と
隔
た
り
が
い
く
ら
も
な

い
。
も

し
も
市
場
経
済
の
程
度

か
ら
判
断
す
る
と
、
中
国
の
歩
も
う
と
す
る
道
程
は
更

に
遠

い
も

の

と
な
ろ
う
。
つ
ま
り
中
国
は
新
た
に
市
場
経

済
を
歩
ん
で
わ
ず
か

一

九
年

で
あ
り
、
中
国
は
生
産
量
に
お
い
て
既

に
多
く
が

「世
界

一
」

と
な

っ
た
。
し
か
し
世
界
経
済
論
壇

の
発
表

し
た

=

九
九
六
年
世

界
競
争
力
報
告
』

の
中
で
、
中
国
は
国
内
外

の
市
場
の
需
要
に
適
合

す
る
製
品
と
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
競
争
力

に
お
い
て
、
中
国
は
五

〇
の
国
家
お
よ
び
地
区

の
中
で
第
三
六
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
。

国
際
開
発
研
究
所
が

一
年

に

一
度
出
版
す
る

『世
界
競
争
力
年
鑑
』

で
は
、

一
九
九
六
年
度

の
経
済
力

・
技
術
力

・
金
融
サ
ー
ビ

ス

・
国

際
貿
易

・
政
府
に
よ
る
政
策

・
管
理

・
イ
ン
フ
ラ

・
教
育
手
段
な
ど

二
四
四
項
目
の
指
標
に
基
づ
き
、
世
界
四
六

の
主
要
国
家
お
よ
び
地

区
に
対
す
る
調
査
分
析
を
行

い
、
競
争
力

の
初
歩
的
な
結
果
が
並

べ

ら
れ
、
そ
れ
に
よ
る
と
中
国
は
二
七
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
。
日
本

の

中国発展レベルの評価と発展の持続
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東
京
工
業
大
学

の
渡
辺
利
夫
教
授

の
文
章
で
は

「中
国
は
、
国
民
が

統

一
的
な
市
場

へ
向
か
う
面
に
お
い
て
、
な
お
初
級
段
階
に
置
か
れ

て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
渡
辺
氏
は
、
現
在

「中
国
を

経
済
的
な
超
大
国
と
呼
ぶ
こ
と
は
、
誤

っ
た
言
い
方
で
あ
る
」
と
み

　
ア

　

な

し

て

い
る

。

(一)

二

社
会
発
展
の
主
要
指
標
の
変
化

人
ロ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と

文
化
教
育

レ
ベ
ル
の
向
上

「
天
下
第

一
の
難
事
」
と
称
せ
ら
れ
る
人
口
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
は

世
間
を
覆
う
成
果
を
あ
げ
、
中
国
の
人
口
は

一
九
八
八
年
以
来
、
増

加
率
と
絶
対
増
加
数
は
と
も
に
安
定
的
に
下
降
傾
向
を
持
続
し
て
い

る
。
九

六
年
末
の
人
口
総
数

(香
港

・
マ
カ
オ

・
台
湾
は
含
ま
ず
)

は

一
二

・二
四
億

で
あ
り
、
世
界
人

口
六
〇
億

の
二

一
%
近
く
を
占

め
る
。
九
六
年
の
中
国
の
出
生
率
は

一
六
・九
八
パ
ー
ミ
ル
で
あ
り
、

死
亡
率

は
六
・六
五
パ
ー
ミ
ル
で
あ
り
、
自
然
増
加
率
は

一
〇
・四
三

　
　

　

パ
ー
ミ
ル
で
あ
る
。
中
華
人
民
共
和
国
成
立
以
来
の
第
三
次
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
は
既
に
終
わ
り
、
落
ち
着

い
て
い
る
。
国
連
が
九
六
年
二
月

に
公
布

し
た
世
界
人
口
増
加
状
況

の
最
新
値
に
よ
る
と
、

一
九
九
〇

年
以
来
、
全
世
界
の
人
口
増
加
速
度
が
鈍
り

(世
界
第

一
の
人
口
大

国
で
あ

る
中
国
の
人
口
増
加
が
顕
著

に
鈍
り
だ
し
た
こ
と
が
最
大

の

原
因
)
、
年
増
加
率
が

一
四
・八
パ
ー
ミ
ル
へ
と
低
下
し
て
お
り
、
中

国

の
増
加
率
よ
り
○
・四
ポ
イ
ン
ト
高
く
、

こ
の
趨
勢
に
基
づ

い
て

二
〇
〇
〇
年
を
推
計
す
る
と
、
世
界
人

口
は
六
三
億
前
後

に
達
す

る
。国
家
統
計
局
人
口
就
業
統
計
司
の
最
新

の
予
測
で
は
、
現
在

の
中

国

の
女
性
の
出
産
水
準
に
基
づ

い
て
出
生
率

を

一
・九
人
と
す
る
と
、

二
〇
世
紀
の
最
後

の
五
年
間
は
毎
年
二
〇
六
〇
万
人
出
生
し
、
死
亡

人
口
を
差
し
引
く
と
、毎
年

の
人
口
増
加
は

1
1
1
1
1
万
人
で
あ
り
、

年
平
均
自
然
増
加
率
は
九
・七
八
パ
ー
ミ
ル
で
あ
り
、
二
〇
〇
〇
年

ま
で
に
台
湾
省

・
香
港

・
マ
カ
オ
地
区
人
口
を
計
算
の
内
に
入
れ
て

も
、
全
中
国
の
人
口
は

=
二
億
以
内
に
制
限

で
き
る
。
中
国
は
二
〇

三
三
年

に
人
口
の
ピ

ー
ク
に
達
す
る
年
で
あ

る
と
予
想
さ
れ
る
が
、

総
人

口
は

一
五
億
以
内
に
制
御

で
き
、
以
後

は
緩
や
か
に
低
下
し
て

い
く
で
あ
ろ
う
。
現
在
毎
年

の
人
口
増
加
は
お
お
よ
そ
イ
ン
ド
の
人

口
増
加
の
三
分

の
二
で
あ
る
。
国
際
的
な
人

口
学
者
た
ち
は
、
二
〇

四
〇
年
前
後
ま
で
に
イ
ン
ド
の
人
口
が
中
国
を
超
え
る
と
予
測
し
て

い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
際
応
用
シ
ス
テ
ム
分
析
研
究
所
な
ど
の

学
者
た
ち
の
研
究
著
作
に
よ
る
と
、

一
九
九

六
年

一
〇
月
に
ロ
ン
ド

ン
に
お

い
て
発
表
し
た

「世
界
未
来
の
人
口
』

の
予
測
に
よ
る
と
、

世
界
人
口
は
二
〇
八
〇
年
に
ピ
ー
ク
に
達
し
、

一
〇
六
億
に
な
る
と

し
て
い
る
。
世
界
人
口
に
占
め
る
中
国

の
割
合
は
、

一
八
〇
〇
年
に

世
界

の
三
分
の

一
を
占
め
(三
億
余
)'
1
-　
O
O
年
は
四
分
の

一
(四

億
余
)
、
二
〇
〇
〇
年

に
は
五
分

の

一

(
=

二
億
)
に
低
下
し
、
二



一
世
紀

の
中
葉
に
は
六
分
の

一

(
一
五
億
)
と
な
り
、
以
後
、
世
界

人
口
に
占

め
る
中
国
の
比
率
は
更
に
低
下
し
て
い
く
で
あ

ろ
う
。
当

然
の
こ
と
な
が
ら
、
次

の
世
紀
に
人
類
が
出
生
方
式
に
お
い
て
革
命

的
な
変
革

が
も
た
ら
さ
れ
、
例
え
ば
ク
ロ
ー
ン
人
間
が

つ
く
ら
れ
た

り
、
ま
た
は
人
口
の
国
際
的
な
流
動
化
が
大
幅
に
進
む
等

の
要
因
が

あ
り
、
世

界
各
国
、
地
区
、
民
族
、
人
種

の
構
成
や
数
に
予
想
し
得

な

い
状
況

が
出
現
す
れ
ば
、
論
理
は
別
次
元
の
も

の
と
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
中
国

の

「基
本
的
国
策
」
と
し
て
の
人

ロ
コ
ン

ト

ロ
ー
ル
は
、
数
的
な
面

に
お

い
て
は
大

い
に
成
果
を
あ
げ

て
い

る
。
現
在
直
面
す
る
難
題
は
国
民
の
文
化
的
素
養

の
向
上
と
次
世
紀

初
頭
に
訪

れ
る
で
あ
ろ
う
人
口
高
齢
化
で
あ
り
、
高
齢
化
は
数
量
的

に
大
き
く
、
そ
の
訪
れ
は
早
く
、
さ
ら
に
経
済
水
準
や
社
会
保
障

の

基
盤
が
脆
弱

で
あ
る
な
ど
の
特
徴

や
社
会
的
問
題
点
を
抱
え
て
い

る
。国
民
の
文
化
的
素
養
か
ら
み
る
と
、
現
在
全
国
の
成
人
の
平
均
教

育
年
数
は
既
に
八
〇
年
代
初
期
に
比
べ
二
倍
以
上
に
向
上
し
、
中
学

卒
業
程
度

(九
年
)
で
あ
り
、

一
九
九
五
年

の
小
学
校
学
齢
人
口
の

　
　

　

就
学
率
は
九
八
・五
%
に
達
し
て
い
る
。

一
五
歳
以
上

の
成
人
文
盲

率
は
、
既

に

一
六
・
四
八
%
に
低
下
し
、
九
〇
年

の
第
四
次
人
ロ
セ

ン
サ
ス
の
時
と
比

べ
る
と
五
・七
三
ポ
イ

ン
ト
低
下
し
た
。
そ
の
う

ち

一
五
歳

か
ら
四
五
歳

の
青
年

・
壮
年

の
文
盲
率
は
、

一
九
九
〇
年

の
第
四
次
人
ロ
セ
ン
サ
ス
時

の
文
盲
率

に
比

べ
る
と
、
四
・
二
四
ポ

イ

ン
ト
低

下
し
て
六
・
一
四
%
と
な

っ
た
。

一
九
九
六
年
三
月

の
全

国
人
民
代
表
大
会
が
批
准
し
た
教
育
発
展
計
画

に
基
づ
く
と
、
二
〇

〇
〇
年

に
は
小
学
校

の
学
齢
児
童

の
就
学
率

は
九
九
%
以
上

で
あ

り
、
中
学

へ
の
就
学
率
は
八
五
%
前
後
に
達
す

る
(総
人
口
の
八
五
%

を
占
め
る
地
区
で
は
九
年
間
の
義
務
教
育
が
普
及
し
、
総
人

口
の
九

五
%
以
上
を
占
め
る
地
区

で
は
五
～
六
年

の
小
学
校
教
育
が
普
及

し
、
そ
の
他
の
地
区
で
は
三
～
四
年

の
小
学
校
教
育
が
普
及
す
る
)
。

青
年

・
壮
年

の
文
盲
率
は
五
%
前
後
に
低
下

し
、
全
国
で
は
基
本
的

に
九
年

の
義
務
教
育
が
普
及
し
、
基
本
的
に
は
青
年

・
壮
年

の
文
盲

　
　
　

が
な
く
な
る
。
現
在

の
状
況
か
ら
み
る
と
、

こ
の
目
標
は
繰
上
げ
実

現
が
可
能

で
あ
り
、
一
九
九
六
年

の
中
学

へ
の
就
学
率
は
既
に
八
二
・

四
%
で
あ
り
、
前
年

に
比

べ
四
ポ
イ

ン
ト
向

上
し
、
小
学
校

へ
の

就
学
率
は
九
八
・
八
%
に
達
し
、
前
年
よ
り

○
・三
ポ
イ

ン
ト
向
上

バ　
　

し

た

。
口

就
業
構
造
と

都
市
化
の
進
展

産
業
構
造

の
変
化
は
、
就
労
人
口
の
流
動

を
駆
り
立
て
て
い
る
。

し
か
し
各
産
業

の
労
働
生
産
性
と
収
益
の
格
差
は
依
然
と
し
て
大
き

く
、
そ
れ
ゆ
え
目
下
の
各
産
業
の
生
産
高
の
割
合
は
各
産
業

の
就
労

人
口
の
割
合
と
対
応
し
て
い
る
も
の
で
は
な

い
。
国
家
統
計
局
に
よ

る
と
、
一
九
九
六
年
の
全
国
六
億
八
八
五
〇
万

の
就
業
人
口
の
中
で
、

農
業
に
従
事
す
る
者
は
半
分
を
占
め
る
が
、
生
産
高
は
わ
ず
か
に
国

内
総
生
産

の
五
分

の

一
を
占
め
る
に
す
ぎ
な

い
。
総
体
的
に
み
る
と
、

中国発展レベルの評価と発展の持続
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現
在
中
国
の
産
業
別
の
生
産
高
に
よ
る
区
分
で
は
第
二
次
産
業
V
第

三
次
産
業
V
第

一
次
産
業

で
あ
り
、
就
労
人
口
で
は
、
逆

に
第

一
次

産
業
V
第
三
次
産
業
〉
第
二
次
産
業
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
が
中
国

の
農
民
を
、
農
村

・
農
業
か
ら
都
市

・
非
農
業

へ
向
か
わ
せ
、
毎
年

何
千
万
も

の
人
々
が
湧
き
起
こ
る

「民
工
潮
」
の
社
会
的
経
済
的
原

動
力
と
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
伝
統
的
に
閉
鎖
さ
れ
た
農
業
社
会
が

現
代
の
産
業
社
会

へ
向
か
う
ス
テ
ッ
プ
で
あ
り
、
計
画
経
済
が
市
場

経
済
と

い
う
新
た
な
レ
ー
ル
へ
向
か
う
と

い
う
二
つ
の
働
き
を
具
体

的
に
表
す
こ
と
と
な

っ
た
。
な
お
、
こ
こ
で
私
が
述

べ
て
い
る
こ
と

は
概
況

で
あ

っ
て
、
具
体
的
な

「正
確
」
な
数
字
を
用

い
て
い
る
の

で
は
な

い
。
何
故
な
ら
実
際
上
、
中
国
の
社
会
的
理
論
や
デ
ー
タ
の

と
り
方
自
体
が
伝
統
的
な
も
の
か
ら
現
代
的
な
も
の
へ
、
静
態
的
な

も
の
か

ら
動
態
的
な
も

の
へ
、
大
雑
把
な
も
の
か
ら
正
確
な
も
の

へ

と
転
換
す
る
プ

ロ
セ
ス
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
転
換
は
斯
く
も
迅
速

で
あ
り

、
数
量
は
斯
く
も
膨
大

で
あ
り
、
各
地
の
発
展
は
斯
く
も

ア

ン
バ
ラ

ン
ス
で
あ
る
の
に
対
し
、
今
、
概
略
的
描
写
を
す
る
こ
と
は
、

表
面
的

に
は

「正
確
」
ら
し
く
み
え
る
デ
ー
タ
を
出
す
よ
り
も
更

に

実
際
的
な
意
義
が
あ
ろ
う
。

同
様

に
現
在
中
国

の
都
市
化
が
到
達
し

て
い
る
程
度

に
つ
い
て

も
、
ま

た
多
く
の
予
測
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
私
が
知
る
限
り

に
お

い
て
も
少
な
く
と
も
五
種
類
あ
り
、
戸
籍
に
よ
る
も
の
、
実
際

の
常
住
人
口
の
推
計
に
よ
る
も

の
、
流
動
人
口
を
加
え
た
も
の
、
行

政
単
位

の
鎮

(村
)

の
編
成
に
よ
る
も
の

(鎮
の
編
成
基
準
も
ま
た

変
更
が
あ
る
)、
以
上
は
都
市
部
の
非
農
業

人
口
に
よ
る
計
算

で
あ

り
、
さ
ら
に
国
外
で
よ
く
見
か
け
る
都
市
部
人
口
計
算

の
推
計
を
用

い
る
人
も

い
る
。
こ
れ
ら
の
異
な

っ
た
基
準

に
よ
る
推
計
で
は
現
在

の
中
国

の
都
市
化
率
が
三
〇
～
五
〇
%
の
間
と
な
り
、換
言
す
れ
ば
、

異
な

っ
た
推
計
に
よ
る
相
違
は
二
億
人
余
り
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

非
常
に
正
確
な
デ
ー
タ
を
出
す
こ
と
は
難
し

い
の
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら

一
つ
だ
け
言
え
る
こ
と
は
、
現
在
中

国
は
未
曾
有
の
速
さ
で

都
市
化
が
進
行
す
る
段
階
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
都
市
部

の
人
口
は
毎
年
幾
千
万
と
増
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
時
代
的
な

条
件
と
中
国
の
国
情

の
特
殊
性
及
び
政
策

の
方
向
性
と

コ
ン
ト
ロ
ー

ル
な
ど
多
く
の
要
因
に
よ
る
働
き
に
よ
り
、
改
革
開
放
以
来
、
特
に

郷
鎮
企
業
の
振
興

(全
国
の
工
業
生
産
の
半

分
を
占
め
る
)
は
、
次

第
に
従
来
の
都
市

・
農
村
の
二
元
化
構
造
を
変
え
、
都
市
と
農
村
の

一
体
化

に
向
か
っ
て
い
る
。
世
界
を
み
る
と

、
い
く

つ
か
の
先
進
国

は
、
交
通
手
段

の
進
歩
に
伴

い
、
と
り
わ
け
高
速
道
路
と
情
報
化
の

推
進

に
よ
り
、
地
方
の
都
市
化
や
分
散
化
傾
向
が
進
ん
で
い
る
。
そ

れ
ゆ
え
次
世
紀

の
半
ば
に
中
国
が
現
代
化

の
実
現
に
近
づ
く
頃
、
現

在
、
先
進
国
と

い
く
つ
か
の
途
上
国
に
み
ら
れ
る
高
度
な
都
市
化
は

出
現
し
な

い
の
か
も
し
れ
な

い
。

衡



三

発
展
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
の
問
題

各
地

の
自
然
的
な
ら
び
に
歴
史
的
基
礎

の
相
違
に
よ
り
、
改
革
開

放
以
後
、
極
度
に
統
制
さ
れ
た
平
均
主
義
分
配
体
制
が
打
破
さ
れ
、

様
々
な
所
有
制
の
形
式
が
生
ま
れ
、
沿
海

・
沿
岸
部

の
ラ
イ

ン
か
ら

内
陸

へ
向

か

っ
て
発
展
す
る
と

い
う
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
推
進
し
、
そ

れ
は
個
人
と
単
位

(企
業
)
自
身

の
相
違
に
及
び
、
所
得
に
お
け
る

貧
富
の
差

を
形
成
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
れ
ら
の
格
差
は
、
主

に

東
部
沿
海

地
区
と
中
西
部
内
陸
地
区
の
日
々
拡
大
す
る
格
差
、
都
市

と
農
村

の
格
差
、
異
な
る
所
有
制
に
お
け
る
従
業
員
間

の
格
差
、
異

種
業
間
の
格
差
、
単
位

(企
業
)
間
の
格
差
、
個
人
間

の
格
差
を
体

現
す
る
も

の
と
な

っ
た
。
こ
の
六

つ
の
格
差
は
マ
ク
ロ
的
に
は
東
部

地
区
と
中

西
部
地
区
の
格
差
を
表
し
、
ミ
ク
ロ
的

に
は
個
人
所
得
に

お
け
る
格
差
を
表
し
て
い
る
。

ω

地
区
発
展
の
格
差

こ
こ
で
指
す
地
区
と
は
、
マ
ク
ロ
的
な
東
部

・
中
部

・
西
部
の
三

大
地
区
で
あ
る
。
実
際
に
は
大
区

・
省
さ
ら
に
は
県
の
農
村
に
至
る

ま
で
程
度

は
異
な
る
も
の
の
、
発
展
の
格
差
が
存
在
す
る
。
本
論
は

主
と
し
て

マ
ク
ロ
的
に
歴
史
と
地
域
を
検
討
す
る
。

地
理
的
な
位
置
お
よ
び
相
応
す
る
経
済
社
会
発
展

の
レ
ベ
ル
差

に

よ
り
、
中
国
の
マ
ク
ロ
的
地
域
発
展
の
研
究

に
お

い
て
、
香
港

・
マ

カ
オ

・
台
湾
以
外
の
三

一
省
、
直
轄
市
、
自

治
区
を
三
大
区
域
あ
る

い
は
三

つ
の
発
展
段
階
に
分
け
て
い
く
。
こ

の
三
大
地
区
と
は
、
即

ち
東
部
が
北
か
ら
南

へ
順
次
、
遼

(遼
寧
)
・
翼

(河
北
)
・
京

(北

京
)
・
津

(天
津
)
・
魯

(山
東
)
・
蘇

(江
蘇
)
・
濾

(上
海
)
・
漸

(漸

江
)
・
閲

(福
建
)
・
再

(広
東
)
・
桂

(広
西
)
・
諒

(海
南
)
の

一

二
省

(市

・
自
治
区
)
で
あ
り
、
中
部
が
黒

(黒
江
龍
)
・
吉

(吉
林
)
・

内
蒙
古

(内
蒙
古
)
・
晋

(山
西
)
・
豫

(河
南
)
・
郭

(湖
北
)
・
院

(安
徽
)
.
籟

(江
西
)
・
湘

(湖
南
)

の
九
省

(自
治
区
)
で
あ
り
、

西
部
は
陳

(陳
西
)
・
寧

(寧
夏
)
・
甘

(甘
粛
)
・
新

(新
彊
)
・
青

(青
海
)
・
藏

(西
藏
)
・
川

(四
川
)
・
楡

(重
慶
)
・
潰

(雲
南
)
・

胎

(貴
州
)

の

一
〇
省

(市

・
自
治
区
)
を
含
む
。

中
国
近
代
化

の
開
始
は
時
代

の
潮
流
を
先

に
得
た
沿
海

・
沿
江

(長
江
沿
岸
)
か
ら
内
陸
に
向
け
て
推
進
さ
れ

て
き
た
も
の
で
あ
る
。

抗
日
戦
争
の
時
期

(
一
九
三
七
ー
四
五
年
)
と
共
和
国
の
前
半
三
〇

年

(
一
九
四
九
i
七
八
年
)
は
戦
争
お
よ
び
そ

の
準
備
の
た
め
に
、

人
為
的
に
近
代
産
業
を
内
地
に
移
し
、
あ
る

い
は
内
地
を
投
資

の
戦

略
的
拠
点
と
し
た
。
改
革
開
放
以
来
、
南
東
沿
海

・
沿
江
お
よ
び
交

通
幹
線
沿

い
か
ら
内
陸
部

へ
向
け
て
発
展
が
推
進
さ
れ
る
局
面
が
展

開
さ
れ
た
。

東
部

・
中
部

・
西
部
地
区
の
発
展
の
格
差

は
、
八
〇
年
代
中
期
以

来
、
拡
大
す
る
勢

い
を
呈
し
、
ま
ず
工
業
に
お
い
て
集
中
し
て
表
れ

た

(表
1
)
。

こ
の
よ
う
な
格
差
が
増
大
し
た
原
因
は
多
岐
に
わ
た
り
、
幾
重
に
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東部・中部・西部地区における工業総生産高の成長率および比重の変化表1

東部地区 中部地区 西部地区

1986～95年 年 平均 成 長 率(%)
..

14.9 13.3

1986～90年 年平均成長率(%) 14.3 11.2 10.9

1991～95年 年 平均 成 長 率(%) 23.4 18.7 15.8

1985年 比重(%) 60.3 27.2 12.5

1990年 比 重(%) 62.7 25.4 11.9

1995年 比 重(%) 66.0 23.8 10.2

出所:国 家統計局「関於第三次全国工業普査主要数擦公報」『経済日報』

97年2月19日

東 部・中部・西部地区における工業総生産高の企業形態別構成(1995年)

(/〉

表2

総計(100%) 総計(100%)

国有 集団 私営 個人 株式制 その他 郷鎮企業 三資企業

東部地区

中 ・西部地区

27.3

46.9

39.5

30.9

2.7

2.2

11.7

15.0

3.6

3.2

15.2

1.8

45.1

37.1

19.6

4.4

出 所:表1に 同 じ。

も
な

っ
た
地
理
的
条
件
や
歴
史

に
よ

っ
て
蓄
積
さ
れ
た
社
会
的

基
盤
が
そ
の
要
因
に
な

っ
て
い
る
。
即

ち
中
西
部
は
自
然
条
件

が
劣
悪
で
あ
り
、
生
産
方
式
が
遅
れ
、

イ
ン
フ
ラ
の
基
盤
が
脆

弱
で
、
市
場
経
済
が
発
展
せ
ず
、
文
化

・
教
育
が
遅
れ
、
交
通

が
不
便
で
あ
り
、
情
報
が
未
発
達
で
あ

る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

さ
ら
に
は
改
革
は
農
村
か
ら
起

こ
り
、
と
り
わ
け
改
革
開
放
以

来

の
第
二
段
階

の
発
展
、
即
ち
郷
鎮
企
業
が
勃
興
す
る
前
後
は
、

発
展
の
程
度
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
呈
し
、
各
地
の
農
村
発
展
の

格
差
を
い
っ
そ
う
拡
大
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

つ
ま
り
従
来
は

工
業

の
構
造
お
よ
び
所
有
制

の
変
化
、
と
り
わ
け
外
資
導
入
の

大
き
な
相
違
が
あ
り
、
東
部
と
西
部
の
都
市
経
済
発
展

の
格
差

を
増
長
す
る
主
要
な
要
因
と
な

っ
た

(表

2
)
。

こ
れ
ら
の
要
因
の
主
な
影
響
は
、
東

部

・
中
部

・
西
部
地
区

の
国
内
総
生
産
と

一
人
当
り
の
国
内
総

生
産
の
格
差
が
拡
大
し

た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、

一
人
当
り

の
G
D
P
か
ら
東
部
臨

海
地
区
の
漸
江
と
南
西
部
内
陸
地
区
の
貴
州
を
比
較
す
る
と
、

一
九
七
八
年
は

一
・九

二

で
あ
る
が
、

一
九
九
五
年
は
四
・

一

一
に
拡
大
し
て
い
る
。

口

国
民
所
得
格
差
の
拡
大
と

貧
困
か
ら
の
脱
却

中
国
の
地
域
間
に
お
け
る
経
済
発
展
の
格
差
は
、
勤
労
者
の

所
得
に
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。

一
九
七
八
年
以
前
は
傾
斜
政
策

砧



に
よ
り
、
西
部
地
区
は
生
活
条
件

の
困
難
に
耐
え
、
都
市
部
の
平
均

賃
金
が
東

部
地
区
よ
り
も

一
〇
～
二
〇
ポ
イ
ン
ト
高
か

っ
た
。
改
革

開
放
以
後

、
市
場
経
済

の
法
則

の
下
で
、
形
勢
は
逆
転
し
、
現
在
、

東
部
地
区

の
賃
金
水
準
は
普
く
上
昇
し
、
西
部
地
区
よ
り
も
三
〇
～

四
〇
ポ
イ

ン
ト
超
え

て
い
る
。
九
五
年
、
東
部

・
西
部

の
都
市
部
勤

労
者

の
賃
金

の
比
は

一
・八

二

(西
部
を

一
と
す
る
)
で
あ
る
。

農
民
の

一
人
当
た
り

の
平
均
収
入
に
お
け
る
東
部

・
中
部

・
西
部

の

格
差
は
、
八
〇
年
の

一
・
二
七

二

・〇
五

二

か
ら
、
九
五
年

の
二
・

○
○

"

一
・
三
二

"
一
に
拡
大
し
て

い
る
。
農
民
の
純
収
入
で
は
、

七
八
年
、
沿
海
の
広
東
と
内
陸
の
甘
粛
が

一
・九

二

で
あ

っ
た
が
、

九
五
年
に
は
三
・
一
"
一
に
拡
大
し
た
。

中
国
社

会
科
学
院
社
会
学
研
究
所

「社
会
指
標
」
グ
ル
ー
プ
は
、

一
九
九
六
年

の
国
家
統
計
局
の
関
係
資
料
に
基
づ
き
、
社
会
構
造

・

人
口

・
経
済
効
果

・
生
活
水
準
の
四
つ
の
系
統
を
含
む
二
〇
項
目
の

指
標
を
選

び
出
し
て
綜
合
的
な
指
標
を

つ
く
り
、

一
九
七
八
-
九
五

年
、

一
七
年
間
の
全
国
の
社
会
発
展
の
速
度
を
年
平
均
成
長
率
五
・

四
%
と
測
定
し
、
改
革
開
放
前
の
二
六
年
間

(
一
九
五
三
-
七
八
年
)

の
平
均
成
長
率
二
・
四
%
に
比

べ
二
倍

の
速
度
で
あ
る
と
し
た
。
ま

た
南
東
沿
岸
地
区
は
発
展

の
速
度
が
内
陸
よ
り
遙
か
に
高

い
。
も
し

こ
れ
ま
で

の
成
長
の
ス
ト
ッ
ク
で
発
展
レ
ベ
ル
を
み
る
な
ら
ば
、
地

区
の
格
差

は
更
に
大
き
く
な
る
。
社
会
発
展
の
速
度
と
そ
の
水
準
を

共
に
配
慮

す
る
た
め
に
、
当
該
グ
ル
ー
プ
は
、
社
会
発
展

の
ス
ト

ッ

ク
も
反
映

で
き
、
増
加
分
も
反
映
で
き
る

「社
会
発
展
動
量
指
数
」

を
算
出
し
た
。
即
ち
発
展
速
度
と
社
会
発
展

の
総
合
的
な
レ
ベ
ル
を

も

っ
て
、
各
地
区
の
社
会
発
展
の
能
力
と
実
力
を
全
体
的

に
表
す
こ

と
に
な

っ
た
。

一
九
七
八
-
九
五
年
ま
で
の

「全
国
社
会
発
展
動
量

平
均
指
数
」
は

一
四
〇
・八
%
を
な
し
、
上

位

一
〇
位
は
全
て
東
部

地
区
で
、
広
東

・
上
海

・
断
江

・
江
蘇

・
北
京

・
山
東

・
天
津

・
福

建

・
海
南

・
河
北
、
指
数
は
二
三
三
・二
～

一
五
二
・四
%
の
間
に
あ

り
、
全
国
の
平
均
値
を
遙
か
に
上
回

っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
下
位
五

　に
　

位

の
陳
西

・
甘
粛

・
貴
州

・
青
海
は
全
て
西
部
地
区
に
属
す
る
。

個
人
所
得

の
面
に
お
い
て
は
、
国
家
統
計
局

の
都
市

一
〇
万
戸

の

調
査
に
よ
る
と
、
二
〇
%
の
高
所
得
世
帯
と

二
〇
%
の
低
所
得
世
帯

の

一
人
当
た
り
の
平
均
所
得
を
比
較
す
る
と
、

一
九
七
八
年

の

一
・

八
倍
よ
り
、
九
五
年
は
三
・
三
倍
に
拡
大
し
、
農
民
の
貧
富

の
差
は

一
九
七
八
年
の
二
・九
倍
か
ら
九
五
年
の
六
・
八
倍

に
拡
大
し
た
。

一

九
九
五
年
、
都
市
部
に
お
け
る
平
均
的
な
貧
富

の
差
は
約
五
・七
倍

で
あ
る
。
例
え
ば
都
市
の
二
〇
%
に
あ
た
る
高
所
得
世
帯
と
農
村
の

二
〇
%
に
あ
た
る
低
所
得
世
帯
を
比
較
す
る
と
、
そ
の
格
差
は

=
ニ

バ
お
　

～

一
四
倍
に
達
す
る
。
世
界
的
に
、
二
極
分
化
お
よ
び
貧
困
問
題
の

解
決
は
、
現
在

の
重
要
な
テ
ー

マ
と
な

っ
て
お
り
、
国
連
が

一
九
九

六
年
に
発
表
し
た
統
計
に
よ
る
と
、
世
界
で
最
も
裕
福
な
二
〇
%
の

人
口
は
世
界
の
総
所
得

の
八
三
%
を
占
め
、

ま
た
最
も
貧
困
な
二

〇
%
の
人
口
は
世
界
の
総
所
得

の
わ
ず
か
に

一
・五
%
を
占

め
る
に

す
ぎ
な
い
。
ま
た
そ
の
所
得
格
差
は
、
三
〇
年

前
の
三
〇

二

か
ら
、

九
五
年

の
六

一
二

に
拡
大
し
、
世
界

の
貧
困
人
口
は

一
三
億
に
達
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し
、
毎
年
二
五
〇
〇
万
人
の
速
度

で
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
世
界

に
お
い
て
、
最
も
人
道
的
で
な
く
、
最
も
安
定
的
で
な
い
要
素
と
な

っ
て
い
る
。

私
の
個
人
的
な
見
解

で
は
、
目
下
、
中
国
に
お

い
て
こ
の
よ
う
な

所
得
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
は
、
市
場
経
済

へ
の
転
換
を
は
か

る
現
段

階
に
お

い
て
は
、
合
理
性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

例
え

ば
前
述
し
た
中
国
の
社
会
経
済
発
展

の
相
違
は
、
歴
史
的
お

よ
び
現
実
的
な
多
く

の
要
因
の
働
き
の
結
果
で
あ
る
。
地
区
の
社
会

的

・
経
済
的
発
展
を
格
差
を
も

っ
て
推
進
す
る
こ
と
は
現
実
的
な
選

択
で
あ

り
、
中
国

の
よ
う
に
社
会
や
経
済

の
発
展
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

な
大
国

は
、
地
区
格
差
を
縮
小
す
る
こ
と
が
長
期
的
な
プ
ロ
セ
ス
と

な
ろ
う

。
し
か
し
い
く

つ
か
の
富
を
得
る
や
り
方
に
つ
い
て
は
理
に

か
な

っ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
が
平
均
主
義
の
伝
統
意
識
を
持

つ
人

々
の

心
理
的

な
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
激
し
い
も

の
に
し
て
い
る
。
と
り
わ
け

都
市

・
農
村
に
数
千
万
人
の
絶
対
的
な
貧
困
人
口
が
存
在
す
る
こ
と

は
、
社
会
的
安
定

の
基
盤
に
も
影
響
を
与
え
、
こ
の
低
所
得
層
が
苦

難
を
強

い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
社
会
な
ら
び
に
政
府

が
強

い
関
心
を
寄
せ
る
こ
と
と
な
り
、
格
差
が
形
成
さ
れ
拡
大
す
る

各
方
面

の
要
因
に
つ
い
て
、
科
学
的
分
析
を
進
め
、
そ
れ
に
よ
り
適

切
な
指
導
や
調
整
政
策
が
実
施
さ
れ
、
明
晰
な
対
策
、
建
議
や
具
体

的
な
措
置
が
と
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
は
既
に
表
れ
て
お
り
、
例

え
ば
近
年
、
江
西

・
河
南

・
安
徽

・
湖
北
な
ど
の
中
部
地
区
の
振
興

で
は
注

目
を
集
め
て
い
る
。

一
九
九
六
年
、
全
国
の
経
済
成
長
率
は

九
・七
%
で
あ
る
が
、
中
部
地
区
は

一
〇
二

%
で
あ
り
、
既
に
東
部

地
区
よ
り
○
・
一
ポ
イ
ン
ト
高
く
な

っ
て
い
る
。
ま
た
西
部
地
区
は

八
・五
%
の
成
長
率
で
あ
り
、
依
然
と
し
て
全
国
の
平
均
的
な
成
長

速
度
よ
り
低
い
も
の
の
、
成
長
率

の
格
差
は
縮
小
し
て
い
る
。

国
民
所
得
に
お
い
て
、
所
得
格
差

の
拡
大

は
、
経
済
全
体
ま
た
は

全
て
の
国
力
が
迅
速
に
強
化
さ
れ
、
国
民
所
得
が
普
遍
的
に
速

い
速

度
で
向
上
す
る
基
礎

の
上
に
表
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
政

府
が
社
会
的
な
力
を
動
員
し
、
生
産
力
を
高

め
て
貧
困
か
ら
脱
す
る

方
法
を
定
め
、
貧
困
か
ら
脱
す
る
力
を
強
め
、
順
調
に
貧
困
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
、
貧
困
階
層
を
貧
困
状
態
か
ら
よ
り
速
く
脱

却
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
中
国
農
村

の
貧
困
人
口
は
七
八

年

の
二
・五
億
人
か
ら
九
六
年

の
五
八
〇
〇
万
人

へ
と
減
少
し
た
。

二
〇
年
近
く
の
間
に
、
世
界
に
占
め
る
中
国

の
貧
困
人
口
は
四
分

の

　
け
　

一
か
ら
二
〇
分
の

一
へ
と
低
下
し
た
。
現
在

、
中
国
の
貧
困
脱
却

の

「攻
防
戦
」
は
、
奥
深

い
山
岳

・
岩
盤
地
区

、
砂
漠
地
区
、
寒
冷
地

区
な
ど
が
分
布
す
る
最
後
の

「
辺
境

の
地
」

に
向
か

っ
て
進
め
ら
れ

て
お
り
、
今
世
紀
内
に
基
本
的
に
貧
困
を
消
滅
さ
せ
る
目
標
を
実
現

で
き
、

=
二
億
の
中
国
人
は
衣
食
が
満
ち
足
り
る
こ
と
で
二

一
世
紀

を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
信
じ
る
も
の
で
あ
る
。
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四

中
国
の
持
続
的
な
発
展
に
つ
い
て

一
八
年

の
推
進
を
経
て
、
中
国
の
改
革
は
体
制
の

「強
固
な
中
核
」

に
メ
ス
を
入
れ
る
こ
と
と
な
り
、
例
え
ば
国
有
企
業
改
革
は

「堅
固

な
敵
陣
を
攻
略
す
る
」
よ
う
な
肝
心
要
な
時
期
に
入

っ
て
い
る
。
制

度

の
改
革
は
計
画
を
繰
上
げ
、
利
益
構
成
部
分
の
根
幹

へ
と
突
き
当

た
る
も

の
と
な

っ
て
い
る
。
改
革
の
発
展

で
、
実
践
と
理
論
が
切
り

開
か
れ
る

の
に
従

い
、
人
々
が
現
代
化
を
深
く
認
識
す
る
よ
う

に
な

っ
た
の
は
、
相
対
的
な
社
会
的
変
遷
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
相
対
的

と
は
、
経
済

・
社
会

・
文
化
等

の
各
方
面

に
お
け
る
フ
ァ
ク
タ
ー
を

含
ん
だ
複
合
的
相
互
連
動
的
な
関
係
を
指
す
。
社
会
的
プ

ロ
セ
ス
と

は
、
伝
統
的
農
業
社
会
が
現
代
的
産
業
社
会

へ
変
遷
し
て
い
く
と
い

う
特
定
な
社
会
発
展

の
段
階
を
指
す
の
で
あ
る
。
「プ

ロ
セ
ス
」
と
は
、

内
包
す
る
も
の
が
硬
直
化
し
固
定
化
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
絶
え

ず

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
更
新
さ
れ
る
も
の
な

の
で
あ
る
。
経
済
領
域

の

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
原
材
料
部
門
を
例
に
と
る
と
、
二
百
年
に
わ
た
り
、

石
炭
と
鉄

、
電
気
と
鉄
鋼
、
原
子
力
と
チ
ッ
プ

(集
積
回
路
珪
素
片
)

と

い
う
発

展
の
プ

ロ
セ
ス
を
経
て
き
た
。
中
国
人
が
現
代
化
を
議
論

す
る
時
に
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
「
工
業
化
」
な
ら
び
に
「
四

つ
の
現
代
化
」
か
ら
語
る
が
、
二
〇
世
紀
末
を
迎
え
て

「
千
変
万
化

は
、
情
報
化
抜
き
に
は
語
れ
な

い
」
こ
と
も
提
起
し
て
い
る
。
こ
れ

こ
そ
が
今

日
理
解
さ
れ
る
現
代
化

の
概
念
で
あ
る
複
合
的
お
よ
び
ダ

イ
ナ
ミ
ズ

ム
的
特
徴

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
同
様
に
、
中
国

の
継
続

的
な
発
展

の
問
題
と
は
、
人
口
と
資
源

・
環
境
、
す
な
わ
ち
人
間
と

自
然
の
相
互
作
用
関
係
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
間
自
身

の
発
展
お
よ
び

人
間
の
相
互
関
係
に
お
け
る
協
調
的
発
展
を
内
在
す
る
複
合
的
問
題

を
包
括
す
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
異
な

っ
た
発
展
段
階
に
は
異

な

っ
た
中
身
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

人
類
と
そ
れ
が
生
存
す
る
環
境

の
関
係
に
は
、
人
類
が
生
産
活
動

を
進
め
、
社
会
発
展
を
促
進
し
て
き
た
こ
と

に
本
質
的
な
問
題
が
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
社
会
や
経
済

の
発
展
と
資
源
や
環
境
が
相
互
に

作
用
す
る
シ
ス
テ
ム
的
な
研
究
が
進
め
ら
れ
た
の
は
、
今
世
紀

の
六

〇
年
代
以
来
、経
済
お
よ
び
各
関
係
部
門
が
飛

躍
的
な
進
歩
を
遂
げ
、

生
産
力
が
空
前

の
発
展
を
な
し
、
人
口
が
急

増
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を

浪
費
し
、
環
境

の
悪
化
な
ど
の
多
岐
に
お
よ

ぶ
矛
盾
を
抱
え
た
七
〇

年
代
に
現
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
八
七
年
環
境
と
開
発
に
関
す
る

世
界
委
員
会

(W
E
C
D
)
は
世
界
環
境
と

開
発
に
関
す
る
提
言

の

中
で
、
「持
続
可
能
な
開
発
」
と

い
う
考
え
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
「持

続
可
能
な
開
発
」
と
は
、
現
代
人

の
生
存
と

開
発
を
進
め
、
生
態
系

や
環
境
を
保
護
し
、
後
世
に
災

い
を
残
す
こ
と
が
な

い
こ
と
を
指
す

の
で
あ
る
。
そ
の
主
旨
は
、
各
種
の
経
済
活
動
が
エ
コ
ロ
ジ
ー
と
の

合
理
性
を
持

つ
こ
と
、
即
ち
経
済
の
健
全
な
発
展
は
生
態
系
が
維
持

さ
れ
、
社
会
的
な
公
正
が
す
す
め
ら
れ
、
住
民
が
参
加
す
る
バ
ラ
ン

ス
の
良

い
開
発

の
上

に
打
ち
立

て
ら
れ
る

べ
き
で
あ
る
と
し
て

い

る
。
開
発
の
指
標
は
、
経
済

・
社
会

・
政
治

・
文
化

・
環
境

・
生
活
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等

の
多

項
目
に
わ
た
る
複
合
的
な
体
系
を
採
用
し
て
い
る
。

中
国

の

「天
人
合

一
」

の
伝
統
的
観
念
は
、
本
来
、
深
奥
な
人
と

自
然
と

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
相
互
依
存

の
哲
理
を
含
蓄
し
て
い

る
。
改
革
開
放
以
来
、
現
代
化

の
大

い
な
る
推
進

の
下
に
お
い
て
、

中
国
の
環
境
お
よ
び
開
発

の
研
究
は
、
世
界
的
な
環
境
お
よ
び
開
発

の
研
究

の
潮
流
に
あ
り
、
国
外

の
経
験
や
教
訓
お
よ
び
研
究
成
果
を

摂
取
し

て
い
る
。ま
た
中
国
の
改
革
開
放
の
発
展
に
と
も
な
い
、次

々

と
表
れ
る
矛
盾
に
対
す
る
研
究
を
深
め
、
こ
れ
を
以

っ
て
発
展

の
理

論
を
更

に
豊
富
な
も

の
へ
と
推
進
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
研
究

に
は
国
内
外

の
学
術
界
や
政
策
決
定
部
門
が
関
心
を
寄
せ
る

も

の
と
な

っ
て
い
る
。
私
が
八
〇
年
代
に
着
手
し
た

「発
展
理
論
と

中
国
現
代
化
」
の
研
究
テ
ー
マ
を
進
め
た
際
、
中
国
と
東
方
社
会

の

現
代
化

の
実
践
お
よ
び
理
論
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
開
発
理
論
お
よ

び
社
会
学
的
理
論
を
新
た
な

ス
テ
ッ
プ

へ
向
け
て
進
む
で
あ
ろ
う
と

予
想
し
た
が
、
現
在
そ
の
糸
口
が
既
に
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

既
に
上
述
し
た
と
お
り
、
現
代
化
が
内
包
す
る
こ
と
は
経
済

・
社

会

・
政
治

・
文
化
な
ど
膨
大
な
分
野
に
及
ぶ
プ

ロ
セ
ス
を
含
み
、
理

論
的
な

い
し
は
理
想
的
な
レ
ベ
ル
か
ら
み
る
と
、
そ
れ
ら
を
全
て
同

歩
調
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
発
展
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
実
際
に
、
中
国

お
よ
び
他

の
途
上
国
が
経
て
き
た
開
発
の
プ
ロ
セ
ス
や
そ
の
法
則
を

み
る
と
、
途
上
国
の
経
済

・
社
会

・
政
治

・
文
化
な
ど

の
現
代
化
に

お

い
て
は
、
顕
著
で
不
可
避
な
連
帯
お
よ
び
相
互
作
用
を
呈
し
て
い

る
。
ま

た
人

々
の
こ
れ
ら
の
要
素
に
対
す
る
認
識
は
同
じ
で
あ
る
と

は
限
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
要
素
が
作
用
す
る
条

件
に
も
種

々
の
特
徴
が

あ
る
と

い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
よ

っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
る
摩
擦
や
矛
盾
あ
る
い
は
衝
突
は
避
け
難

い
も

の
で
あ
り
、
現

代
化

の
各
ス
テ
ッ
プ
に
お
け
る
不
協
和
音
と
な

っ
て
い
る
。
例
え
ば

中
国
の
実
際
上
の
問
題
か
ら
み
る
と
、
現
代

化
の
各
要
素
は
低
レ
ベ

ル
の
も
の
か
ら
出
発
し
て
徐

々
に
高
レ
ベ
ル
の
も
の
へ
と
向
か
う
長

期
的
な
プ

ロ
セ
ス
と
な

っ
て
い
る
。
同
時

に
、
現
代
化
は
社
会
の
各

階
層

の
中
で
も
た
ら
さ
れ
る
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
社
会
的
な
矛
盾
や
衝

突
を
引
き
起
こ
し
、
さ
ら
に
中
国
は
領
土
が
広
大
で
あ
り
、
都
市
と

農
村
、
東
部
地
区
と
西
部
地
区
の
発
展
に
極
端
な
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を

生
じ
さ
せ
、
現
代
化
は
地
域
ご
と
に
段
階
的

に
進
め
ら
れ
、
長
期
間

に
わ
た
る
プ

ロ
セ
ス
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
プ

ロ
セ
ス
に
お
け

る
様
々
な
要
因
に
よ
る
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
あ

る

い
は
逆
行
す

る
働
き

が
、
社
会
的
な
摩
擦

や
問
題
を
引
き
起
こ
し

て
い
る
。
た
と
え
改
革

開
放
以
来
比
較
的
順
を
追

っ
て
施
行
さ
れ
た
発
展
的
戦
略
で
あ

っ
て

も
、
絶
え
ず
経
験
を
総
括
し
、
で
き
る
だ
け
科
学
的
に
そ
の
特
徴
と

機
能
お
よ
び
各
要
素
間
の
相
互
作
用
を
分
析

し
、
各
要
素

の
軽
重
お

よ
び
緩
急
を
見
分
け
、
統

一
的
計
画
的
に
案

配
し
、
事
の
成
り
行
き

に
応
じ
て
有
利
に
導
き
、
徐
々
に
ル
ー
ル
を
定
め
、
適
宜
発
展
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
必
要
が
あ
る
。
ま
た
そ
れ
は

一
度
に
全
て
を
解
決

し
成
功
す
る
こ
と
は
な
ら
ず
、
十
分
な
時
間
的
な
準
備
期
間
が
必
要

と
な
る
。
さ
ら
に
で
き
る
だ
け
速
度
を
速
め
、
軽
率
を
戒
め
て
し

っ

か
り
と

一
歩

一
歩
踏
み
し
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
さ
も
な
く
ば
、
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全
て
の
歩

み
が
空
回
り
し
、
我

々
が
幾
た
び
と
な
く
辛
酸
を
な
め
て

き
た

「急

い
て
は
事
を
仕
損
ず
る
」
教
訓
と
な
ろ
う
。

西
方

の
先
行
発
展
し
た
国
家
に
お
け
る
現
代
化
の
プ

ロ
セ
ス
は
、

例
え
ば

エ
ン
ゲ
ル
ス
に
よ
る
と
、
自
然
的
歴
史
的
過
程
で
あ
る
。
そ

し
て
後

か
ら
発
展
を
し
た
国
家

の
現
代
化
の
ス
タ
ー
ト
は
、
そ
の
影

響
を
受

け
、
現
代
的
開
発
の
意
識
を
持

つ
リ
ー
ダ
ー
が
政
権
を
掌
握

し
て
、
政
権
担
当
者
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
る
時
に
、
政
府
が
経

済

・
政
治

・
社
会

・
文
化
等
に
対
す
る

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
執
行
権
に

基
づ

い
て
、
上
か
ら
下

へ
国
民
全
体
を
動
員
し
、
開
発

の
条
件
を
創

出
し
、
国
力
を
集
中
さ
せ
、
基
盤
的
な
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ

る
の
で
あ

る
。
し
た
が

っ
て
自
由
な
資
本
主
義
か
ら
起
こ
り
、
長
期

的
な
プ

ロ
セ
ス
を
経
て
先
行
発
展
し
た
先
進
国

の
経
験

・
技
術

・
管

理
等
の
先
進
的
な
経
験
を
汲
み
取
り
、
ま
た
抑
制

・
搾
取

・
干
渉
な

ど
に
対
す

る
効
果
的
な
手
段
を
施
し
、競
争

の
中
で
決
起
し
て
こ
そ
、

後
発
の
者

が
先
行

の
者
を
追

い
越
す
こ
と
と
な
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、

東
南
ア
ジ

ア
お
よ
び
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
経
験
を
み
る
と

(
一
九
世

紀
後
半
か

ら
の
日
本
や
最
近

の
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
至
る
ま
で
を
含
む
)
、

現
代
化

の
ス
タ
ー
ト
と
開
発
は
、
強
力
な
中
央
集
権

(多
く
は
集
権

化
の
程
度

が
高
く
、
権
威
あ
る
人
物
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
政
党
が

コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
政
府
あ
る
い
は
軍
事
政
権
)
が
指
導
お
よ
び
組
織

し
た
下

に
推
進
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
歴
史
的
現
実
的
役
割
は

明
ら
か
な
も

の
で
あ
り
、
東
南

ア
ジ
ア
各
国
で
は
、
現
在
に
至
る
ま

で
中
心
的
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

同
時

に
、
東

ア
ジ
ア
と
り
わ
け
中
国
の
発
展
が
証
明
し
て
い
る
よ

う
に
、
後
発
的

に
発
展
し
た
国
家

の
現
代
化

は
、
例
え
ば
あ
る
国
外

の
理
論
家
が
述

べ
る
よ
う
に
上
か
ら
下

へ
の

一
方
的
な
開
発

の
プ

ロ

セ
ス
で
は
な
く
、
現
代
化
が
社
会
的
に
普
及

し
て
向
上
す
る
と
は
、

広
範
な
民
衆
に
よ

っ
て
上
か
ら
下

へ
積
み
重

ね
て
向
上
す
る
こ
と
な

の
で
あ
る
。
最
近
の
例
を
挙
げ
る
と
、

一
九
七
八
年
の
改
革
開
放
以

来
、
農
村
で
農
家
生
産
請
負
責
任
制
が
実
施

さ
れ
て
以
来
、
農
民
は

自
ら
郷
鎮
企
業
や
小
都
市
を
創
出
し
、
中
国

の
特
色
あ
る
農
村
産
業

化
、
都
市
化
、
近
代
的
道
路
お
よ
び
具
体
的

な
モ
デ
ル
を
創
り
出
し

た
。
未
曾
有
な
農
村
社
会
経
済

の
根
本
的
な
変
革
は
、
ま
だ
開
始
さ

れ
た
ば
か
り
で
あ
る
が
、
経
済
的
生
活
の
変
化

は
、
農
村
の
社
会
的

・

経
済
的

・
文
化
的

メ
カ

ニ
ズ
ム
や
生
活

ス
タ
イ
ル
の
変
化
を
引
き
起

こ
す
も

の
と
な

っ
た
。

例
え
ば
、
農
民

の
就
業
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
分
化
は
、
農
村
の
末
端
単

位
で
あ
り
村
民
の
自
治
的
な
組
織
と
し
て
の
村
民
委
員
会
の
形
成

や

発
展
に
み
ら
れ
る
。
改
革
開
放
以
前
、
農
民
は
農
業

に
従
事
す
る
単

な
る
人
民
公
社
の
社
員
と
し
て
の
身
分
だ
け

で
あ

っ
た
も
の
が
、
多

く
の
職
業
的
階
層

の
分
化
を
為
す

「農
業
か
ら
非
農
業

へ
」

の
大
転

換
を
行

っ
た
。
こ
れ
は
中
国
農
村
社
会

の
基

本
的
メ
カ

ニ
ズ
ム
が
現

代
化

へ
向
け
画
期
的
な

一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
こ

れ
と
相
応
し
て
村
民
委
員
会
の
現
代
的
法
人
と
し
て
の
地
位
が
確
立

し
、
村
民
委
員
会
の
直
接
選
挙
や
任
期
制
と
な

っ
た
。
こ
れ
は
中
国

農
村
社
会
が
、
伝
統
的
な
同
族
支
配
に
よ
る
社
会
や
行
政
権
力

の
支
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配
に
よ

る
社
会
か
ら
、
現
代
的
な
民
主
法
制
社
会

へ
の
ス
タ
ー
ト
を

切

っ
た

こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

一
九
八
七
年
の
人
民
代
表
大
会

に
お

い
て

「
中
華
人
民
共
和
国
村
民
委
員
会
組
織
法

(試
行
)
」
が
通
過

し
て
、
八
八
年

に
は
実
行
に
移
さ
れ
、
農
村
に
お
け
る
政
治
体
制
改

革
を
示
す
も

の
と
な
り
、
村
民
自
治
と
直
接
選
挙

に
よ
る
原
則
に
基

づ
き
、
既
に
法
制
化
の
レ
ー
ル
を
歩
ん
で
い
る
。
国
家
統
計
局
の
統

計
に
よ

る
と
、
九
五
年
、
全
国
の
農
村

に
は
既
に
七
四
万

の
村
民
委

　め
　

員
会
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。

中
国

の
村
民
自
治
体
制
は
、
既
に
基
本
的
に
は
確
立
し
た
と
い
え

る
が
、
真
の
村
民
自
治
は
な
お
モ
デ
ル
的
段
階
に
あ
る
。
中
国
社
会

科
学
院
公
共
政
策
セ
ン
タ
ー
の
全
国
的
な
調
査
研
究
の
報
告
は
、
村

民
自
治

の
モ
デ
ル
的
活
動
を
展
開
し
た
農
村
が
、
全
農
村

の
三
分
の

一
に
欠
け
て
い
る
と
表
明
し
て
い
る
。
村
民
自
治
活
動
を
よ
く
展
開

す
る
モ
デ
ル
村
は
、
相
対
的
に
裕
福
な
農
村
が
多
く
、
良
好
な
指
導

の
歴
史

を
持

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
村
は
複
数
候
補
制
選
挙
を
実
施

し
て
村
民
委
員
会

の
幹
部
を
選
出
し
、
村
民
代
表
会
議
制
と
村
民
自

治
規
約
を
打
ち
立

て
、
村
民
と
幹
部

の
契
約
化
の
レ
ベ
ル
は
わ
り
と

高
く
、
村
民
の
民
主
的
権
利
お
よ
び
義
務
は
比
較
的
良
好
に
実
現
す

る
も

の
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
中
間
的
状
況
に
置
か
れ
た
農
村
の
「村

民
自
治

」
は
、
基
本
的
に
は
ま
だ
口
頭
に
よ
る
レ
ベ
ル
に
留
ま

っ
て

お
り
、
村
民
委
員
会
幹
部
と
村
民
に
は
民
主
的
権
利
お
よ
び
義
務

の

意
識
は
乏
し

い
。
さ
ら
に
残
り

の
三
分

の

一
の
村
は
、
村
民
自
治
活

動
が
良
好
な
も
の
で
は
な
く
、
「擁
疾
村
」

(半
身
不
随
の
村
)
あ
る

い
は

「失
控
村
」

(制
御
不
能
な
村
、
無
法

地
帯

の
村
)
と
称
せ
ら

れ
て
い
る
。
「擁
疾
村
」
は
多
く
が
貧
困
地

区
あ
る
い
は
辺
鄙
な
地

区
に
置
か
れ
て
お
り
、
「村
民
自
治
」
が
有
名
無
実
な
も

の
と
な

っ

て
い
る
。
「失
控
村
」
は
通
常
、
宗
族
あ
る

い
は
悪
辣
な
勢
力

(例

え
ば
宗
教
的
な
セ
ク
ト

・
ご
ろ
つ
き

・
悪
辣

な
ボ
ス
)
が
存
在
し
て

　
あ
　

村
を
牛
耳
り
、
名
実
相
伴
わ
ぬ
も

の
と
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

村
民
自
治
か
ら
各
レ
ベ
ル
の
人
民
代
表
大
会
ま
で
の
直
接
選
挙
を
実

現
す
る
こ
と
は
徐
々
に
改
善
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
り
、
民
主
政
治

へ
の
参
加
が
実
現
さ
れ
る
の
に
は
ま
だ
長

い
道
程
を
経
な
く
て
は
な

ら
な

い
。
特

に
中
国

の
よ
う
に
社
会
的

・
経
済
的
発
展
が
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
な
農
村

・
農
民

・
農
業
社
会
は
、幾
重

も
の
積
み
重
ね
を
通
し
、

全
国
的
な
現
代
的
民
主
法
制
の
体
系
が
確
立

し
て
こ
そ
、
良
好
な
運

用
が
実
現
さ
れ
る
も

の
で
あ

っ
て
、
数
十
年

の
組
織
建
設
や
公
民
意

識
の
養
成
が
な
け
れ
ば
想
像
す
ら
及
ば
な

い
こ
と
に
な
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
中
国
の
実
践
と
歴
史
的
経
験
か
ら
み
る
と
、
中

国
の
現
代
化

の
発
展
は
長
期
に
わ
た
り
、
そ

の
振
興
が
持
続
さ
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
も
し

「三
歩
走
」

(三
歩
で
歩
む
)
と

い
わ
れ
る
都

小
平
の
三
段
階
発
展
戦
略
が
順
調
に
推
進
さ
れ
て
、
大
き
な
曲
折
を

経
な
く
と
も
、
さ
ら
に
半
世
紀
を
必
要
と
す

る
。
も
し
不
測
の
事
態

が
生
じ
て
大
き
な
曲
折
を
経
れ
ば
、
更
に
多

く
の
時
間
を
費

や
す
こ

と
に
な
ろ
う
。

現
在
、
中
国
の
発
展
を
研
究
す
る
者
は
、
中
国
の
現
実
か
ら
出
発

し
、
国
内
外
と
り
わ
け
中
国
と
途
上
国

の
経
験
を
総
括
し
、
中
国
が
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発
展
を
持
続
す
る
条
件
や
内
容
に
対
し
て
具
体
的
な
分
析
を
進
め
、

理
論
を
形
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
我

々
は
中
国
が
現
代
化
事

業
を
成

功
さ
せ
る
こ
と
に
対
し
、
現
代
化
推
進

の
プ

ロ
セ
ス
の
中
に

お
け
る
矛
盾
と
困
難
を
冷
静
に
直
視
す
る
前
提

の
下
に
、
周
到
か

つ

慎
重
に
も
楽
観
視
し
て
い
る
。
中
国
が
発
展
を
持
続
で
き
る
と

い
う

考
え
に
は
、
経
済
的
発
展
と
資
源

・
環
境
が
含
ま
れ
る
ば
か
り
か
、

人
と
自
然

の
関
係
、
発
展
の
主
体
た
る
人
お
よ
び
人
間
関
係

(人
間

関
係
が
規
範
化
さ
れ
た
社
会
的
制
度
と
文
化
的
概
念
を
含
む
)
の
調

整

の
問

題
も
含
ま
れ
る
。
過
去
と
現
在

の
事
実
お
よ
び
未
来

の
中
国

の
発
展

は
、
幾
重
に
も
折
り
重
な

っ
た
二
つ
の
矛
盾
の
中

で
推
進
で

き
う
る
も

の
で
あ
る
。

二
つ
の
矛
盾
と
は
、
上
述
し
た
経
済

・
政
治

・
社
会

・
文
化

の
四

つ
の
領
域

か
ら
概
括
で
き
よ
う
。
経
済
面
に
お
い
て
は
、
経
済
発
展

と
資
源

・
環
境
問
題
の
矛
盾
す
る
問
題
、
経
済
成
長
と
分
配

の
不
公

平

・
収

入
格
差
等

の
問
題
な
ど
で
あ
る
。
政
治
面
に
お

い
て
は
、
中

央
集
権

に
よ
る
マ
ク
ロ
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
能
力
の
強
化
と
地
方

・
単
位

レ
ベ
ル

の
自
主
権

の
拡
大
、
社
会
的

・
政
治
的
安
定
と
大
衆

の
参
加

や
民
主

・
自
由
と
の
関
係
な
ど
で
あ
る
。
文
化
面
に
お

い
て
は
、
伝

統
的
な
も

の
と
現
代
的
な
も
の
、
衝
突
と
融
合
、
導
入
と
止
揚
、
継

承
と
創
造

な
ど
の
多
く
の
矛
盾
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
二

つ
の
矛
盾
は

相
互
に
依
存
し
な
が
ら
も
作
用
し
、
発
展
を
推
進
さ
せ
、
ま
た
あ
る

時
に
は
混
乱
を
引
き
起
こ
さ
せ
る
も

の
で
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

中
国
現
代
化
事
業
は
様
々
な
二

つ
の
矛
盾

の
中
で
模
索
さ
れ
推
進
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
今
後
の
中
国
現
代
化

の
継
続
的
発
展
は
、

様

々
な
矛
盾
や
困
難
を
絶
え
ず
克
服
し
て
い
く
中
で
進
め
ら
れ
る
も

の
で
あ
り
、
安
泰
な
時
期
が
あ
る
の
で
は
な

い
。
し
か
し
、
我

々
は

既
に
改
革
と
発
展
を
堅
持
す
る

「基
本
原
則
」
と

一
八
年
間

の
成
功

し
た
実
践
の
啓
示
と
経
験
を
得
て
き
た
。
絶
え
ず
出
現
す
る
新
た
な

状
況
に
直
面
し
、
理
性
的
に
対
峙
し
、
社
会
が
必
要
と
す
る
安
定
的

レ
ベ
ル
と
活
力
を
確
保
す
る
前
提
の
下
に
、
改
革

の
強
度
や
発
展
の

速
度
を
把
握
し
、
中
国
の
現
代
化
を
順
序
を
以

っ
て
健
全
に
発
展
さ

せ
る
と
い
う

一
点

に
尽
き
よ
う
。

注〈1
>

中
国
国
家
統
計
局

『中
国
統
計
年
鑑
』

一
九
九
六
年
版
、
中
国

統
計
出
版
社
、

一
九
九
六
年
、
二
三
頁
。

〈2
>

「中
華
人
民
共
和
国
国
家
統
計
局
関
於

一
九
九
六
年
国
民
経
済

和
社
会
発
展
的
統
計
公
報
」
『人
民
日
報
』

(海
外
版
)

一
九
九
七
年

四
月
七
日
。

〈3
>

世
界
銀
行

『
一
九
九
六
年
世
界
発
展
報
告
』

(中
文
版
)、
中
国

財
政
経
済
出
版
社
、

一
九
九
六
年
、

一
九
〇
、

一
九

一
頁
。

〈4
>

「経
済
反
映
、
巨
人
蘇
醒

中
央
之
国
要
在
国
際
上
発
揮
更

大
的
作
用
」
ド
イ
ッ

『経
済
周
刊
』

一
九
九
六
年
七
月
四
日
。

〈5
>

「胡
鞍
鋼
説

二
〇

一
〇
年
中
国
G
D
P
超
過
美
国
」
『新
民

晩
報
』

一
九
九
六
年

一
二
月

一
六
日
。

〈6
>

「
二
〇

一
五
年
的
亜
洲
」
『華
爾
街
日
報
』

一
九
九
七
年
三
月
二
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○
日
。

〈7
>

渡
辺
利
夫

「虚
構
の
中
国
経
済
大
国
論
」
「中
央
公
論
』

一
九

九
六
年

=

月
号
。

〈8
>

前
掲

「中
華
人
民
共
和
国
国
家
統
計
局
関
於

一
九
九
六
年
国
民

経
済
和
社
会
発
展
的
統
計
公
報
」。

〈9
>

「中
国
統
計
年
鑑
』

一
九
九
六
年
版
、
六
三
七
頁
。

〈10
>

『中
華
人
民
共
和
国
国
民
経
済
和
社
会
発
展

"九
五
"
計
劃
和

X
10

1
0
年
遠
景
目
標
綱
要
」
。

〈11
>

前
掲

「中
華
人
民
共
和
国
国
家
統
計
局
関
於

一
九
九
六
年
国
民

経
済
和
社
会
発
展
的
統
計
公
報
」。

〈12
>

朱
慶
芳

「改
革
開
放
十
七
年
来
各
地
区
社
会
発
展
速
度
比
較
與

評
価
」
『開
放
時
代
』

一
九
九
七
年
第
二
期

(通
巻
第

=

四
期
)
。

〈13
>

社
会
藍
皮
書

『
一
九
九
五
-
一
九
九
六
年
中
国
社
会
形
成
分
析

與
預
測
』
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、

一
九
九
六
年
、
三
五
三
頁
。

〈14
>

国
務
院
新
聞
辮
公
室

コ

九
九
六
年
中
国
人
権
事
業
的
進
展
」

『人
民
日
報
』
(海
外
版
)

一
九
九
七
年
四
月

一
日
。

〈
15
>

『中
国
統
計
年
鑑
」

一
九
九
六
年
版
、
三
五
三
頁
。

〈
16
>

白
鋼

「村
民
自
治

中
国
農
民
の
政
治
参
加
」
「中
国
21
」

創
刊
号
、

一
九
九
七
年
九
月
、
所
収
。

(邦
訳

藤
森

猛
)


